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関数ｙ＝ａχ２の値の変化

年 組 番 名前

● 例題１ ●

関数ｙ＝χ２に

おいて、次の様子

を確かめなさい。

① χ＜０のとき、

ｙの値は(減少)す

る。

② χ＞０のとき、ｙの値は(増加)する。

③ χ＝０のときｙ＝(０)となり、ｙの値は

(減少)から(増加)に変わる。このとき、

ｙは(最小値)０をとる。

問１ 関数ｙ＝－χ２において、下のグラフを

見ながら様子を調べ空欄を埋めなさい。

①χ＜０のとき、ｙの値は( 増加 )する。

②χ＞０のとき、ｙの値は( 減少 )する。

③χ＝０のとき、ｙ＝( ０ )となり、ｙの値は

( 増加 )から( 減少 )に変わる。

このとき、ｙは( 最大値 )０をとる。

● 例題２ ●

関数 について、χの値が

２から６まで増加するときの変化の割合

を求めなさい。

χの増加量＝４

χ ２ … ６

ｙ ２ … １８

ｙの増加量＝１６

ｙの増加量 １６

変化の割合＝ ＝ ＝４

χの増加量 ４

→４５の例題１へ

問２ 関数 について、χの値が

次の値まで増加するときの変化の割合を

求めなさい。

① １から４まで

χ １ … ４ 30
＝ １０

ｙ ２ … 32 ３

② －３から－１まで

χ -3 … -1 -16
＝ －８

ｙ 18 … ２ ２

問３ 関数 について、χの値が

次の値まで増加するときの変化の割合を求

めなさい。

① ２から４まで

χ ２ … ４ -36
＝ －１８

ｙ -12 … -48 ２

② －３から０まで

χ -3 … ０ ２７
＝ ９

ｙ -27 … ０ ３

ｙ＝
１

２
χ２

ｙ＝２χ２

ｙ＝－３χ２

減 少 増 加


